
 
 

令和５年度 GGG 国立・国定公園支援事業活動報告書 

 

実施団体（ボランティア会）名称 

ＮＰＯ法人 ◯▲□を守る会 

活動概要 

 □□国立公園××地区周辺は特別保護地区・第１種特別地域に指定され、貴重な高山

植物の宝庫となっている。 

 しかし、長年多くのハイカー等の踏み付けにより登山道周辺の荒廃裸地化が進んでい

るため、平成◯年より荒廃裸地の植生復元作業に取り組んでいる。 

 今回も毎年継続して実施している種子の播種や株の植え付け（周辺に生息する植物か

ら採取）、土砂流出防止丸太筋工、ネット敷設などを行なった。 

 これら一連の作業は、◯▲□を守る会が中心となり、一般参加者を交え、学識者の指

導を得ながら現地で作業に取り組んだ。また、周辺域における自然環境荒廃調査ならび

に保全対策工を立案して、環境省ならびに県関係部局に保全方策の提言を行った。 

活動実績 

１．現地調査 

・植生復元作業地調査（△△山頂地区ほか） R5.6.◯ 延べ 9名 

◯△大学□×学部●●教授より現地指導 

 

２．現地作業 

▲◯登山道周辺（種子の播種、株の植え付け）R5.6 延べ 9名 

◯□分岐付近（土砂流出防止丸太筋工）  R5.7 延べ 16 名 

△△山頂周辺（ネット敷設、種子の播種） R5.9 延べ 15 名 

 

３．会議等 

・植生復元荒廃地方針・計画検討会（環境省◯◯国立公園管理事務所） 

R5.10.◯ 延べ 10 名 

 環境省国立公園管理官、◯◯県自然保護課担当者と当会による会議 

・連絡会議（◯◯県本庁舎）R6.1.◯ 延べ 10 名 

 ①次年度計画の策定について 

 ②関係機関（環境省、◯◯県 他）との調整について 

「活動実績の要約文」（100 文字程度）：ゴルフ緑化促進会の報告書や WEB ページでの紹介で活用させて

いただくため、上記「活動実績」の要約文（100 時程度をご記

載ください。） 

 □□国立公園××地区周辺の踏圧により荒廃した登山道沿線で、種子の播種や株の植

え付け、土砂流出防止丸太筋工、ネット敷設などによる植生保護、復元を行った。一般

参加者を交え、学識者の指導を得ながら現地で作業に取り組んだ。 

活動人数  延 ５９ 人 
 

様式 4-1  

整理番号 

（支援事業事務局使用欄） 
 



 
 

令和５年度 GGG 国立・国定公園支援事業活動状況写真 

 

実施団体（ボランティア会）名称 

ＮＰＯ法人 ◯▲□を守る会 

 

  

植生復元作業の様子① 植生復元作業の様子② 

 

 

購入したヤシ繊維ロール 刈払機 

  

  

 
※６点を超える場合は複写してご使用ください。 

様式 4-2  

整理番号 

（支援事業事務局使用欄） 
 

 
 
 
添付可能な資材には、

上記ステッカーを貼り

付け、支援事業の広報

をお願いいたします。 



様式4-3
整理番号
（支援事業事務局使用欄）

□支出内容

←団体名を記入

費目 支出明細 金額

消耗品費 簡易ベスト購入　30着 50,000 ←使途、金額を記入

消耗品費 外来種駆除資材（ゴミ袋、熊手） 40,000

消耗品費 登山道補修資材類購入（ロープ　400m) 30,000

備品費 刈り払い機２台 60,000

旅費交通費 会員交通費補助 45,000

人件費 環境学習・指導講師謝金（3名） 60,000

そのほか 現地活動の飲料水 15,000

合計 300,000 ←自動計算

助成金決定額 300,000 ←助成金決定額を記入

　領収書貼付欄（スペースが足りない場合は別途白紙を追加してください。）

実施団体名称

●●●保存会

領収書 ●年●月●日

●●●保存会 様

￥１００，０００－

但し 椰子繊維ロール代として

※レシートも可


